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　「年賀状」や「新聞」の福袋の折り込みチラシ
を見ながら「テレビ」を見る・・・かつての一般
的な正月の風景ではなかったでしょうか。
　今年の「年賀状」の発行枚数は、郵便料金の値
上げによる影響から前年比25％減の10億枚強とな
り、ピークの2003年と対比すると25％にまで落ち
込みました。この５年ではコロナ禍とSNSの浸透
も手伝い半減しています。虚礼廃止や環境保全を
理由に止められる会社や個人も多いですが、年始
廻りの代わりとして１年の感謝を伝える、普段会
わない人との連絡など、本来の意義も今一度再考
したいものです。
　また「新聞」の発行部数は、セグメントで見方
は違いますが、この20年で1/3～1/2になっていま
す。「テレビ」も「新聞」同様オールドメディアと
呼ばれ、ポータルサイトやYouTube、X等へと情
報入手の手段がシフトして行き広告収入が減少し
ています。
　「新聞」や「テレビ」は、必要としない情報も
ある一方、その目的外の情報は日常生活の知恵や
知識の養成に役が立ちます。紙メディアにアゲン
ストの風が吹いていますが、アナログからデジタ
ルへの0-100思想ではなく、停電やシステムダウ
ンすると使用出来ない電子媒体のバックアップな
ど、紙メディアの役割はまだまだあります。
　但し、単純に印刷して断裁するだけでは需要喚
起は難しく、プラスアルファの付加価値が必要と
なります。印刷してからの“紙への加工（ポストプレ
ス）”のポテンシャルは高く、その勉強や情報交換の
機会を設けるべく、来月、京印工組ではポストプ
レス部会を立ち上げ、キックオフセミナーを行い
ます。今でも印刷業が伸びているアジアの国の明
るい話や面白い紙加工の紹介などを予定しており
ますので、参加や応援をして戴けると幸いです。

京都府印刷工業組合

副理事長　藤井  康央
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新年のご挨拶

　新春の候、皆さまにおかれましては健やかに新年をお迎
えのことと心よりお慶び申し上げます。平素より、京都府
印刷工業組合の事業活動にご理解とご協力をいただき、心
より御礼申し上げます。本年も変わらぬご指導ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。
　2024年を振り返りますと、世界的な経済情勢の変化や
デジタル技術のさらなる進展が、印刷業界を取り巻く環境
に大きな影響を与えました。コロナ禍以降の景気回復基調
が見られる一方で、諸材料の調達コスト高や人手不足と
いった課題も顕在化しており、わたしたちの業界にとって
も引き続き対応を求められる一年であったと言えます。し
かし、こうした課題がある中でも、多くの組合員事業所が
前向きに取り組み、業界全体の意識が少しずつ次のステー
ジへと変化しつつあることも確かです。
　京都府印刷工業組合は、皆さまと共に手を携え、経営の
課題解決に向けて組合事業所が主体的に経営改善に取り組
めるよう、必要なサポートや情報提供に努めてまいりまし
た。組合加入が要件となる「京都府生産性向上・人手不足
対策事業費補助金」では、申請事業所の約70％が補助金の
交付決定を受けることができましたし、業界の枠を超えて
印刷組合のみならず関連団体協議会の活動を通して、連携
を深めて力を結集し、「ささえ、つなぐ」の役割を果たし
ながら、これまで以上に皆さまのお役に立てる組合であり
続けたいとも考えております。皆さま一人ひとりの経営へ
の創意工夫とご努力に対し、深く敬意を表します。
　2025年を迎え、印刷業界がさらなる発展を遂げるため
には、引き続き、業界全体で共有すべき課題解決に向けて
組合事業所が取り組む活動を側面から支え、必要な情報や
ノウハウを提供することで、皆さまをサポートしていく環
境を整えてまいります。
　その課題のひとつとしてあげられるのは、日本社会が直
面する人口減少であり、印刷業界にも大きな影響を及ぼし
ています。若年層の印刷業界への新規参入者が少なくなる
一方で、長年にわたって業界を支えてきた熟練技術者が引
退の時期を迎えつつあるいま、次世代への技術継承が急務

となっています。地域に密着した印刷産業は、地元文化や
伝統を守る役割があることを再確認し、各学校や府・市と
協力して、若者に印刷業の魅力を伝える取り組みを強化し
て将来の担い手にアプローチするとともに、デジタル技術
を融合させることで、業務効率化、新たな価値創造、そし
て市場競争力の向上を実現していくことも重点項目となり
ます。デジタルトランスフォーメーション（DX）は、単に
従来のプロセスをデジタル化するだけでなく、業界全体の
働き方を根本的に再構築することを意味しています。その
ためにも、人が集まる魅力ある職場環境作りを推進し、全
日本印刷工業組合連合会が掲げる「Happy Industry」の
理念に基づき、印刷業界全体の成長を通じて、社会の幸福
や持続可能な発展に貢献することを目指しましょう。
　もう一つの大きな課題は、紙資源をはじめとする原材料
費、エネルギー価格、輸送費の高騰が続く中での適正な価
格転嫁の実現です。適正な価格転嫁は、単にコスト負担を
顧客に転嫁することを意味するのではなく、取引先や顧客
との信頼関係を保ちながら、製品やサービスの価値を適切
に評価していただく取り組みだと言えます。DXを活用し
た内部コストの見直しを図ると共に新たな価値創造で適正
な利益を確保し、価格競争でない付加価値提供を実現した
いところです。印刷組合では、印刷後の工程であるポスト
プレス（紙の仕上げ工程）の可能性を追求することで、印刷
物の付加価値を高める取り組みを推進していきます。印刷
組合事業所のみならず、関連団体事業所も参画できるオー
プンな体制で、加工技術に関する最新情報や事例を紹介す
るとともに、勉強会や技術交流の場を提供し、ポストプレ
スを視点においた新しい製品やサービスを展開できるよう
支援します。
　これらの課題に対して、組合ができることは「情報を届
け、学びの場をつくり、組合事業所間の連携を促す」こと
です。私たちは、組合事業所の皆さまがそれぞれの課題に
取り組む中で、より効果的な解決策を見つけていただける
よう、引き続きサポートを続けてまいります。
　結びにあたり、印刷業界がこれまで数々の困難を乗り越
えて進化を続けてこられたのは、業界全体が一丸となり、
時代の変化に柔軟に対応してきたからにほかなりません。
2025年もまた、組合員事業所の皆さまと共に歩むこと
で、変化を恐れず、業界の未来を切り拓いていけると確信
しております。
　本年が皆さまにとって実り多き一年となりますことを祈
念いたしますとともに、印刷業界のさらなる発展に向けて
共に努力してまいりましょう。本年もどうぞよろしくお願
い申し上げます。
　新しい年の幕開けに、皆さまのご健康とご多幸をお祈り
申し上げます。
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爲國 光俊

京都府印刷工業組合
理事長
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　明けましておめでとうございます。組合員の皆さまにお
かれましては、つつがなく新しい年をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　昨年は、元日に能登半島地震が発生し、８月には初めて
南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表されまし
た。改めて「危機管理」がいかに行政における根幹的な役
割であるか、ということを痛感した一年であり、新しく整
備した常設の危機管理センターを拠点として、全ての営み
の土台となる府民の皆さまの安心・安全の確保に全力で取
り組んでまいります。
　一方で、昨年は府立植物園や京都丹後鉄道・宮津線が
100周年を迎えるとともに、国内最大規模の国際スタート
アップカンファレンス「IVS」を２年連続で京都で盛大に
開催し、次の100年に向けて多様な価値を生み出していく
新たな一歩となった一年でもありました。
　「万巻の書を読み、万里の道を往く」。これは「最後の
文人画家」と称された富岡鉄斎の座右の銘です。書物を読
み各地を巡って多くの事象に触れることを実践した彼は、
その経験の中から多様な価値を見出しました。都として交
流の中心地であった京都には、鉄斎のような人々や文物が
行き交い、そうした交流の中から人々の心の発露が文化と
いう価値となって、京都から各地へもたらされました。新
しい価値は絶え間のない交流から生まれます。文化庁とも
手を携えつつ府内各地の多彩な文化の掘り起こしや磨き上
げを行い、京都が守ってきた「人のつながり」を大切に、
誰もが未来に夢や希望を持てる「あたたかい京都づくり」
をさらに進めてまいります。
　さあ、いよいよ大阪・関西万博が開幕します。日本にお
ける最初の博覧会が1871年にここ京都で開かれて以来一
世紀半。今も昔もイノベーションが京都で生まれ続けてい
るのは、技術の進歩を人々の幸せに結び付ける文化と心根
が京都に息づいているからにほかなりません。今こそ私た
ちが大切に受け継いできた「継承」と「創造」の精神で新
しい価値を生み出し、世界の人々を府内各地へいざない、
大きな交流をつくり出すことで、京都からいのち輝く未来
を切り拓きたいと考えております。
　今年は、再生と変化を象徴する巳年。時流を柔軟に捉
え、努力を重ねながら、皆さまと共に進んでまいる所存で
す。今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申
し上げ、新年のごあいさつといたします。

京都から
いのち輝く未来を
切り拓く

西脇 隆俊
京都府知事

　
　あけまして、おめでとうございます。
　新たな年の始まりに、皆様の御多幸をお祈りいたします。
　市長就任から、間もなく１年が経とうとしています。こ
の間、「市民対話会議」を開催し、様々な立場の皆様と直
接、対話するとともに、時間の許す限り京都のまちを歩
き、京都に暮らし、働く方々との出会いを通じて、まちの
あり様を私なりに見つめ直してきました。
　京都の特性とも言える「まち柄」を確認する中で見えて
きたのは、京都の課題と大きな可能性です。
　地域コミュニティや文化、伝統など、京都を支えてくだ
さっている担い手の減少や、就職期や結婚・子育て期の
方々の市外流出、一部の観光地での混雑やマナーなどの観
光課題、更にはオフィス空間の不足等といったまちの課題
を改めて認識しました。
　一方で、京都が受け継ぐ文化や価値観を魅力に感じ、多
彩な人々が訪れていることや、発展に向けたポテンシャル
のあるエリアの存在、そして、まちづくりの現場で活躍す
る大学生などの若者の姿などに大きな可能性を感じていま
す。京都で育まれてきた自治の伝統と心意気を生かし、ま
ちを次代に繋いでいくためには、人と人との垣根を低く
し、多彩な担い手を結び付けていくことが必要です。
　昨年は、京都市の喫緊の課題である人口流出を抑制する
ため、若者・子育て世帯の定住を促進する「京都安心すま
い応援金」を創設するとともに、観光混雑対策として全国
初の「観光特急バス」の運行開始など、これからのまちづ
くりの芽出しとなる事業を展開しました。
　更には、京都の「まち柄」など本質的な価値や強みを継
承・発展し、令和９年度までに取り組む政策等をまとめた
「新京都戦略（骨子）」をお示ししたところです。
　今年の干支は乙巳（きのとみ）です。努力を重ねながら物
事を安定させていく意味が込められています。これまでの
取組の芽吹きを大きく育てていくため、令和７年度は、新
京都戦略に基づき、多彩な人々が集い、誰もが個性を生か
して活躍できる、すべての人々に「居場所」と「出番」の
ある社会の実現に全力で取り組んでまいります。
　現在、京都市のまちの未来像となる「長期ビジョン」の
策定に向けた取組も進めています。これからの時代を担う
若者はもちろんのこと、京都で働き、学び、憩う多様な市
民の皆様に「自分ごと」として京都の未来を考えていただ
き、多くの声をつないで未来を構想してまいりますので、
是非、皆様の思いをお聞かせください。

京都のまちを
未来に繋ぐ

N e w  Ye a r ’s  M e s s a g e !

京都市長
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　本年は干支の巡りにおいて『巳年』にあたります。巳は、
古来より知恵と成長を象徴し、変化と革新の時を迎える節目
とされております。この意義深い年の幕開けにあたり、京都
府中小企業団体中央会としましても皆様とともに新たな飛躍
を目指す所存であります。
　昨年まで続きました新型コロナウイルス感染症の影響も収
束の様相を呈し、府内の経済情勢は徐々ではありますが、好
転の兆しを見せていると感じております。しかしながら、中
小企業・小規模事業者を取り巻く経営環境は依然として厳し
く、原材料費や人件費の高騰を取引価格や販売価格になかな
か転嫁できないこと、それに加え、慢性的な人材難のため
に、受注や生産を増やせないという八方ふさがりの状況に苦
しんでいるのが実態であります。
　現在、中央会として取り組まなければならない緊急課題と
しては、価格転嫁の推進、人手不足への対応、事業承継に対
する取組、円滑な資金調達など、こうした支援策を全国団体
や府内経済団体など関係機関と連携し、国、府、市町村など
行政機関などに要望するとともに、得られた様々な施策や制
度をタイムラグなく事業者の皆様のお手元に情報提供し、経
営改善に向けて活用していただくことだと思っております。
さらに、生産性向上のための設備投資等を支援する国の「も
のづくり補助金」や京都府、京都市をはじめ行政機関の補助
事業の窓口業務を中央会が担うことにより、皆様の新たな
チャレンジへのお手伝いを、引き続き積極的に強化・展開し
てまいりたいと考えています。
　また、中央会では、令和３年度に立ち上げた『助け合い
隊』による異業種交流会を昨年10月に規模を拡大して実施す
るとともに、助け合いプラットフォームによるマッチングの
推進など実効的事業展開も行って参りました。中央会の強み
を生かし、地道な巡回活動を進める中で、組合間連携、企業
間連携を強化し、現場での現場目線による課題解決に取り組
んでいくことが中央会に求められる最も重要な活動ではない
かと思っております。
　本年は京都府中小企業団体中央会の創立70周年という節目
の年を迎えることとなりました。この長い歴史を支えてくだ
さった会員の皆様、関係各位に心より感謝申し上げ、令和７年
６月20日には記念式典を開催いたします。また、令和８年２
月には『中央会・組合まつり』をみやこめっせにて行い、一般
の来場者の皆様にもご参加いただける機会を提供いたします。
このイベントを通じて、中小企業組合のつながり、絆を一層強
化し、更なる飛躍へとつなげていきたいと考えております。
　今後も、中央会は皆様とともに山積する課題解決に取り組
み、地域経済の発展に貢献してまいります。会員の皆様にお
かれましては、引き続き中央会の活動にご期待いただき、積
極的なご参加とご協力を賜りますようお願い申し上げ、年頭
にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。

中小企業組合の
「絆を強化し、
更なる飛躍」

N e w  Ye a r ’s  M e s s a g e !

　あけましておめでとうございます。
　このたび療養中の塚本前会頭の後を引き継ぎ、本年より会
頭職を務めることとなりました。京都経済の発展に向け、力
を尽くして参りますので、皆様のお力添えを賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。 
　さて、長らく停滞が続いた日本経済は、ようやく成長への
転換の兆しが見えてまいりました。21世紀に入って四半世紀
となる2025年、この節目の年を変革のきっかけとしたいも
のです。 
　歴史を振り返りますと、明治維新で衰退したまちを、疏水
や水力発電、路面電車や独自の教育の仕組み導入などで、先
人たちが立て直したからこそ今の京都があります。その後も
本所歴代の会頭、役員たちは、金融危機やオイルショック、
直近ではコロナ禍など時代時代の課題に立ち向かい、乗り越
えてきました。そして今、IT・人工知能などの技術進歩と急
激なグローバル化によって世界が大きく変容する中で、我々
が50年後100年後の人々にどんな京都を残していくのか、今
こそ長期ビジョンを経済界として示し、行政と連携していく
必要性を感じています。
　足元の京都経済においては、円安を背景としたインバウン
ド増や海外で競争力を持つ企業の好業績など明るい材料が見
受けられます。しかし一方で、国内販路が中心の中小企業で
は、原材料・燃料費の高止まりや人手不足、高水準の賃上げ
で厳しさが増しています。物価と賃金の好循環による成長型
経済を実現するためにも、価格転嫁をはじめとする公正な取
引を進める「パートナーシップ構築宣言」をさらに推進し、
サプライチェーン全体で付加価値を高めてまいります。
　また中小企業においては、生産性向上とイノベーションへ
の取り組みにより、収益力を高めていく必要があります。人
手不足が深刻化する今こそ、変革の好機です。本所ではIT
ツールや生成AI・ロボットを活用したデジタル化や省力化へ
の投資に加え、販路開拓や商品開発、技術革新などによる
不断の努力と自己変革への挑戦を、全力で応援してまいり
ます。
　４月にはいよいよ大阪・関西万博が開幕します。本所では
悠久の歴史に彩られた京都が持つ産業・文化の魅力を発信す
べく、関西パビリオンの京都ブースで企業紹介する予定で
す。ぜひ皆様も会場へ足をお運びください。
 今年の干支は「乙巳（きのとみ）」です。「乙」は曲がりなが
らも枝葉を伸ばす草木を、「巳」は脱皮を繰り返し成長する
蛇を指し、「努力を重ね、物事を安定させていく」という意味
があります。京都経済が環境に適応しながら成長する一年に
なりますことを祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。

節目の年、
今こそ京都を
次の世代へ
つなげよう 京都府中小企業団体中央会

会長

安藤 源行堀場  厚
京都商工会議所 会頭
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N e w  Ye a r ’s  M e s s a g e !

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は、当連合会に格別のご支援とご協力を賜り、厚く
お礼申し上げますとともに、本年も一層のご指導を賜ります
ようお願い申し上げます。
　昨年５月に会長を拝命し、以来新執行部一丸となって業界
の課題解決、未来に向けた組合員各社の発展のための事業を
推進して参りました。また、昨年９月に大阪市にて開催いた
しました「2024全印工連フォーラムIN大阪」には、全国から
400名を超える方々にお集まりいただき、全印工連事業をより
一層ご理解いただくとともに全印工連の団結と協調を強める
と共に、印刷をコアにした地域の課題解決業への展開を価値
協創で拓く未来として冊子の配布、前田元中小企業庁長官の
講演、フォーラムメッセージを通じて業界の将来像に対する
新たな指針を発表し業界の方向性を再認識して頂くことが出
来ました。これも偏に全国の印刷工業組合の役員、組合員、
関連業界の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝申し上げ
ます。
　さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症による社会経済
活動への様々な制限は緩和されましたが、国際情勢不安や円
安によるエネルギー価格、原材料価格の高騰、人手不足、賃
上げや取引の適正化に向けた価格転嫁対応等、依然として多
くの経営課題が山積みし、中小印刷業界は、厳しい経営環境
への対応がもとめられる年となりました。
　このような状況の中、全印工連では、『Happy Industry』
～人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業～という理念の
下、同質化からの脱却、供給過剰の解消に向け「価格競争」
から互いを伸ばし合い活かし合う価値協創のエコシステム作
りを目指し、CSR経営の推進、差別化による収益性の向上、
経営基盤の強化、組合の強靭化に取り組んでまいりました。
　全印工連は、創立70周年に当たる記念すべき年を迎える本
年も引き続き、「価値協創」へと繋がる各種事業に積極的に
取り組んで参ります。特に文化や教育、経済活動における紙
メディアのサステナブルな価値や情報媒体としての効果の研
究と訴求して参りたいと考えております。また、地域の課題
を解決するローカルゼブラへの取り組みについて力を注いで
行く所存でおります。併せて、全日本印刷産業政治連盟や中
小印刷産業振興議員連盟との連携による印刷業界のさらなる
地位向上、取引の適正化、官公需取引改善など組合員各位と
ともに印刷産業の持続可能な発展に向け一層精進してまいり
ます。
　本年が皆様にとって明るい希望に満ちた素晴らしい一年
となりますよう祈念いたしまして、年頭のご挨拶といたし
ます。

新年のご挨拶

　令和７年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　旧年中は、日本印刷産業連合会（日印産連）の運営に多大な
るご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年の印刷産業は、長引く円安と地政学リスクの影響によ
るエネルギー、原材料価格の高騰や構造的な人手不足、デジ
タル化による印刷需要の縮小など、引き続き厳しい経営環境
が続きました。そのため、「下請適正取引の推進に向けた自主
行動計画」を改訂し、労務費の適切な価格転嫁の促進やパー
トナーシップ構築宣言の拡大など、サプライチェーンにおけ
る取引改善に努めました。
　また、人手不足への対策として、特定技能制度の対象分野
の追加が３月に閣議決定され、「印刷・製本」業務区分が追加
認定されましたことは、人材獲得に苦慮されている多くの事
業者にとって朗報となりました。
　本年は日印産連設立40周年という節目の年であります。設
立当時（1980年代）の印刷産業は、製品出荷額が10年間で２倍
に拡大するほどの成長産業であり、印刷関連業界には業種や
地域ごとに組織形態や事業規模も様々な団体が存在していま
した。そのような中、来るべき高度情報化社会の一翼を担う
産業として、社会や行政に対する発信力の強化と印刷産業の
さらなる発展と地位向上を目的に、大手印刷企業と中小企業
団体とが大同団結し、印刷産業全体を包括する社団法人とし
て、1985年６月に設立されました。
　その後のバブル崩壊やインターネットによる情報革命を経
て、印刷の製品出荷額はこの30年間で約半分に減少しました
が、その間、印刷各社は印刷技術を核に新たな情報技術を融
合して事業領域を拡大してきました。今後さらに、社会全体
のDXやAI活用が加速し、生活やビジネスが大きく変化するな
かにおいても、印刷産業が社会に求められ続ける産業である
ためには、「高付加価値コミュニケーションサービス産業」と
してのあるべき姿を見据え、長期的な視点に立って会員10団
体が力を合わせ、新たな価値創出、事業領域の拡大に向けた
連携・共創を推進することが大切です。
　４月には、いよいよ大阪・関西万博が「いのち輝く未来社
会のデザイン」をテーマに開幕し、SDGs達成を見据えた新た
な社会を世界に向けて発信します。関連するビジネスはもち
ろんのこと、多くの外国人観光客を迎えインバウンド需要も
期待できます。自治体や様々な業種の企業と連携し、新たな
ビジネスを生み出す年にしていきましょう。
　日印産連は本年も、印刷産業の価値向上と持続可能な社会
の実現に向けて、関係省庁、会員10団体、賛助会員、関係業
界団体の皆様と連携し共に活動を進めてまいります。皆様に
はこれまで以上のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げますとともに、さらなるご発展とご健勝を祈念して、新
年の挨拶とさせていただきます。

2 0 2 5年
年頭所感

全日本印刷工業組合連合会
会長

瀬田 章弘

一般社団法人
日本印刷産業連合会
会長
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N e w  Ye a r ’s  M e s s a g e !

　

　新年、明けましておめでとうござい
ます。
　皆様におかれましては、輝かしい新
春を迎えられたこととお喜び申し上げ
ます。
　また、旧年中は多大なるご支援を賜
り、誠にありがとうございました。
　昨年、組合創立100年を無事過ごす
ことができました。改めまして、ご多
忙の中での皆様のご支援、お力添えな
どご尽力によるものと心より感謝申し
上げます。記念事業の一つで皆様にご
協力いただきました製本100年史が間
もなく刊行されます。どうぞお手元に
届きますまでお楽しみにお待ちいただ
ければと思います。
　大きな節目を超えてのスタートとなる
2025年は、新たな挑戦の年となること
でしょう。デジタル化の進展や、サステ
ナビリティを重視した製品づくりが一層
求められる中で、私たち製本業界も変化
に柔軟に対応しなければなりません。ま
た、消費者のニーズが多様化し、環境へ
の配慮が企業の競争力の一因となる
今、持続可能な製本技術やリサイクル
可能な材料の使用、そして省エネル
ギーを意識した生産体制への移行がま
すます重要になってきています。
　本年も、これらの課題に積極的に取
り組み、業界全体の発展を促進するた
めに尽力してまいります。
　また、製本業界が持つ「手作りの温
かみ」や「確かな品質」といった強みを
活かし、次世代に伝えていくための努力
を惜しまず、未来を見据えた改革を推
進していきたいと考えております。
　結びに、本年が皆様にとって実り多
い一年となりますよう、心よりお祈り
申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上
げます。

　

　明けまして、おめでとうございます。
　旧年中は、当会に対しまして、並々
ならぬご厚情を賜りまして、厚く御礼
申し上げます。
　本年もどうぞ宜しくお願いいたし
ます。
　以前から押し寄せてきていたペー
パーレス化の波も、年々更に大きく
なってきた現在、企業が生き残ってい
くためには、DXやAIの活用、様々な業
態変化が求められています。
　当会といたしましても、メンバー各
社とともにこの変化に対応すべく、勉
強会・セミナーなどを通して、試行錯
誤している状況です。
　今後も同じ京都で同業の企業活動し
ている京都府印刷工業組合の皆様と、
親睦、情報交流を深めて参れたらと考
えております。
　何卒引き続き、ご指導、ご鞭撻の
程、宜しくお願い申し上げます。

　

　新年あけましておめでとうござい
ます。皆様におかれましては、すこ
やかに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。旧年中は当組合の運
営にご支援、ご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　また、昨年当組合創立60周年記念式
典の際には、印刷関連協議会所属団体
様からご参列賜り、無事敢行できまし
たこと改めて感謝申し上げます。
　近年では、世の中の変化がとても激
しくなっています。消費者ニーズの多
様化、円安による輸入品の上昇、それ
に伴う物価上昇、原燃料や物流費、更
に人件費の上昇、また、深刻化する人
手不足など我々中小企業を取り巻く環
境は年々厳しくなっています。
　それ故、自社だけで変化に対応する
のは大変な労力を要するほか、ネット
からの情報は正しいものもあればフェ
イク情報も溢れています。そのような
時にこそ組合のネットワークを活用し
て、生の情報を共有し、更に印刷関連
団体所属の各団体様とも緊密な情報交
換が必要だと感じております。
　つきましては、今後も活発な情報交
換と併せて更に踏み込んだコラボレー
ション事業なども進めていければと思
いますので、本年も引き続きより一層
のご理解とご協力をお願いいたしたく
存じます。
　最後に、皆様方のご活躍とご発展を
心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶
とさせていただきます。

年頭所感

大入 達男

京都府製本工業組合
理事長

中川  仁

京都府紙器段ボール箱工業組合
理事長

立木 哲生

一般社団法人
日本グラフィックサービス工業会
京都府支部 支部長

新年のご挨拶 新年ご挨拶
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N e w  Ye a r ’s  M e s s a g e !

　

　あけましておめでとうございます。
令和７年は、干支歴では「乙巳（きのと
み）」の年となります。「乙」は、困難
があっても紆余曲折しながら進むこと
や、しなやかに伸びる草木を表してい
ます。「巳」は蛇のイメージから「再生
と変化」を意味します。この二つの組
み合わせである乙巳には、「努力を重
ね、物事を安定させていく」といった
縁起の良さを表しています。
　京都への観光客やインバウンド（訪日
外国人）は円安もあり過去最高となって
います。市内主要ホテルでは客室稼働
率が90％近くまで上昇し外国人比率が
60％以上となっています。観光・宿
泊・飲食・交通部門ではかなり潤って
いると思われます。ただ日本人の宿泊
需要の減少（京都離れ）が気になります
が、京都に近年ラグジュアリーホテル
が続々と誕生しており、４月13日から
大阪・関西万博が開催され今まで以上
の観光客増加が予想され、それに伴う
印刷関連の需要増加が期待されます。
　商品をより良く見せ、商品の付加価
値を高める印刷物は今まで以上に必要
とされます。今年から印刷組合では、
有志によるポストプレス部会の発足を
予定されており、印刷関連団体にも参
画を呼び掛けて頂きました。お互いの
組合員が持っている技術力・アイデア
を結集し、京都ならではの商品の良さ
をアピールできる新し印刷物が生まれ
る年としたいものです。
　今年が明るく希望に満ちた年となる
ことを心からご祈念いたしまして新年
のご挨拶とさせていただきます。

　

　新年明けましておめでとうござい
ます。
　旧年中は格別のご支援、ご協力を賜
りましてありがとうございました。又
みなさんには心温まるお付合いを頂き
ありがたく、感謝しております。本年
も変りませずお付合いを賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
　昨年はいろいろな処で、混乱の多い
年でした。夏の暑さは史上最高の温度
となり、秋が来ない間に冬が来るので
はと心配しましたが、遅まきながら紅
葉が見られ、ホッとしました。
　政治の方も、トランプ大統領が１月
20日に誕生します。どんなことが起る
のか、心配になることが多い第２次で
す。お隣りの韓国も政情不安定とな
り、ヨーロッパも財政緩和か引締めか
の争いになり政情が不安定です。私達
を取り巻く環境も資源高、円安の影響
を受け受注が思わしくない状況が続い
ています。
　話しは変りますが、16歳のSNSを見
ている時間が一日６時間30分、２歳の
子供が２時間30分という時間を使って
いるようです。このような今迄にない
世の中、環境の中で私達は生活してい
ます。生命は環境に合わせられた生物
が生き残れるという歴史から、今私達
の業界そのものが生き残れるかの試練
を、そしてその中で個々の企業も試練
を受けていると思います。今こそ組合
を生かすべき時と思います。コミュニ
ケーションを重ね、生かし、何かの生
き残り策を見つけ、明日の明るい一筋
の光を見つけたいと思います。願いは
叶う、願いをもてば願いは叶う、信じ
て組合活動を続けたいと思います。

　

　皆様、新年あけましておめでとうご
ざいます。謹んで年頭のご挨拶を申し
上げます。
　さて、印刷関連団体の昨年を振り返
りますと、やはり私としては「ものづく
りフェア2024」がよりグレードアップ
した事が印象に残ります。その源流は、
主催者である京都府職業能力開発協会
からの「高校生・大学生まで対象を拡
げる」の一言ではないかと思います。
　幸運にも、大阪で製版をされている
私ども協賛会員の和光さんより「活版
体験ってどうです？」の提案を受けて
おり、それが今回主催者側の命題に見
事合致しました。担当者会議で話を進
めるうちに修美社さんにもご共鳴いた
だき、当日は我々のブースに４台もの
活版印刷機が並びました。
　私どもシール組合の青年部メンバー
の中には、活版印刷機を初めて見た者
もいましたが、日常扱う凸版シール印
刷機と原理は同じなので、すぐに馴染
めたようでした。
　また、客層も子供だけでなく多くの
ご年配の方々も体験に参加いただき、
関連団体ブースに人が途切れる事な
く、とても充実した１日となったよう
に思います。
　私たち業界でも、原材料の高騰や人
件費の上昇、人手不足と経営環境はか
なり厳しい状況が続いておりますが、
垣根を越えて力を合わせば、必ず新し
い世界は広がると思います。
　今年も印刷関連の様々な場面に顔を
出して、交流を深めていきたいと思っ
ております。
　最後に、業界の皆様の益々のご発展
を祈念いたしまして、年頭のご挨拶と
かえさせていただきます。

新年のご挨拶

西村  公男

京都紙工協同組合
理事長

山田  裕彦

京都シール印刷工業協同組合
理事長

木村   進

京都グラフィック
コミュニケーションズ協同組合
理事長

新年のご挨拶 年頭所感
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S p e c i a l  F e a t u r e ;

2025

N E W  Y E A R

勉強会会場

　令和６年10月に募集された京都府生産性向上・人手不足対
策事業費補助金は、業界単位で生産性向上に関する先進事例や
ノウハウを学ぶ勉強会等を開催し、専門家等の意見を聞きなが
ら業界が抱える課題の解決策を検討の上、勉強会に参加した中
小企業が事例研究で学んだ取り組みの実践に際して支援するも
ので、①補助率が高い(上限200万円・補助率3/4以下)、②補
助対象になるのは勉強会を企画した団体の正会員であり受講証
明を有するものである等、組合員事業所様にとって非常にメ
リットのある制度であり、勉強会を受講された30社の内19社
が補助申請を行われ、13社の事業計画が採択されました。
　今回の特集記事では、申請書が採択された事業所様にご協力
頂き、事業計画の一部をご紹介致します。

　申請に際して留意すべきポイントや、勉強会の講師を務めて
頂いた小谷貞夫氏の総評も掲載していますので、補助金を活用
して何ができるのか、採択されるにはどのような事業計画を策
定すればよいのか等、補助事業に取り組む上で大いに参考にし
て頂けると内容となっています。是非ご一読下さい。
　なお、本特集記事の掲載に際しては、勉強会にご参加頂い
た事業所様に情報提供や資料提供等のご協力を賜りました。
誌面をお借りして厚く御礼申し上げますとともに、今後も京
都府・京都市・京都商工会議所・京都府中小企業団体中央会
等との連携により、有益な補助事業の情報提供に努めてまい
りますので、引き続き組合からの発信にご関心を寄せて頂け
ると幸甚です。

組 合 員 事 業 所 様 の 事 業 計 画 をご 紹 介
～MISの置き換え、職場環境の向上、最新の加工機やデジタル印刷機の導入に活用～

特 別 企 画
新 春

「 人 手 不 足 の 対 策 に 取 り 組 む た め の
生 産 性 向 上 策 と そ の 効 果 」 開 催

京 都 府 生 産 性 向 上 ・ 人 手 不 足 対 策 事 業 補 助 金  対 象 勉 強 会

全印工連対応室／委員長　爲國 光俊
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【京都府生産性向上・人手不足対策事業補助金の概要】
　実　　施 京都府・京都府中小企業団体中央会
　対　　象 指定のテーマの勉強会を企画した団体 
  (京印工組等)の会員であって、勉強会 
  に参加した証明を受けた京都府内に拠 
  点を有する正会員(京印工組組合員等)
　補  助  額 上限200万円・補助率3/4以下
　申請期間 令和６年10月７日～11月14日
　対象期間 交付決定日から令和７年２月28日

【京都府印刷工業組合主催 勉強会の開催要領】
　主　　催 京都府印刷工業組合 全印工連対応室
　日　　時 令和６年10月18日（金）
　会　　場 京都印刷会館２階「第１会議室」
　参  加  者 34社40名(内組合員30社33名、
　　　　　 パートナーシップ会員４社７名)
　演　　題 「人手不足の対策に取り組むための生産 
  性向上策とその効果」
  ～異業種の事例研究、ツールの紹介～
　講　　師 小谷貞夫氏(ビジネス創造工房サムズア 
  ップ工場長・中小企業診断士・社会保 
  険労務士)

01. 補助対象取組(事業)の内容
　　  （テーマや補助事業期間で実施する事業内容。）
【Ａ社様】(可変データ生成ソフトウェア導入)
　可変データ生成のソフトウェア導入による生産性向上
及び作業の属人化からの脱却による人手不足への対応。
　導入ソフトウェア：富士フイルム製FormMagic5
【Ｂ社様】(経営情報システム構築)
　深刻な人手不足を補うクラウド基盤経営情報システム
構築による省力化と生産性の向上。
　サイボウズ社「Kintone」を活用したクラウド基盤経
営情報システム構築により間接業務を改善、生産性の向
上を目指す。
【Ｃ社様】(経営情報システム構築)
　営業活動から納品までの全工程を連携させ一元化でき
る社内経営情報システムを再構築する。(ワークフローの
システム化)
　導入サービス：プロダクションシステム構築サービス
(SE費)
【Ｄ社様】(自動昇降ハンドリフト導入)
　現状で手作業となっている各種機械への印刷物・原料
の積み下し作業を設備導入(自動昇降ハンドリフト)によ
り機械化・自動化することで生産性を向上し、人手不足
を解消する。
　導入機材等：自動昇降ハンドリフト本体４台／自動昇
降加工センサー４個／指導料／搬入費
【Ｅ社様】(カッティングプロッター／帯掛け機導入)
　高品位ラベル印刷の後加工・梱包業務の生産性向上に

よる受注拡大・スキルレスワークフローの確立。
　ラベル印刷後の仕上げ工程を、現在の断裁機(手動)に
よるものから「カッティングプロッター(自動化)」に切
り替えることで、作業の効率化(スピードアップ)と特定
の作業員によらない作業フローを構築し生産性を高め利
益率を向上させながら高まる受注ニーズに対応する。あ
わせてカッティングプロッターと組み合わせて「帯掛け
機(機械化)」を活用し、出荷の梱包形態を見直し(簡易包
装化)梱包作業自体の効率化と環境に配慮した製品作りを
目指す。
【Ｆ社様】(レーザー加工機・カッター導入)
　最新型レーザー加工機導入による生産性向上及び新た
な商品開発による持続的な利益の確保。
　レーザー加工機とレーザーカッターを導入することに
より、メインであるノベルティには主にレーザー加工機
を使用、台紙などの加工にはレーザーカッターを使用す
ることで役割を明確に分ける。段取り替え時間の削減と
段取り時間の短縮により安定した製造環境を構築する。
　導入設備：xTool F1 Ultra(ファイバーレーザー、ダイ 
オードレーザーの2つのレーザーを搭載した加工機)／
xTool P2S(CO2レーザーカッター)
【Ｇ社様】(ＵＶインクジェットプリンタ導入)
　最新のデジタル印刷機を活用した多角的な成果物製造
事業。印刷業で培った技術やノウハウ、顧客(企業やデザ
イナー、クリエイター)を活かし、「紙」以外への印刷及
び製品製造を可能にするデジタル印刷機を導入し本業以
外の柱を増強する。
　導入機材：ミマキエンジニアリング製フラットベッド
UVインクジェットプリンタ「UJF-6042MKⅡe」／専用
UVインクCMYK(４色)＋ホワイト＋クリア＋プライマ
ー搭載仕様
【Ｈ社様】(インクジェットプリンタ導入)
　封筒印刷デジタル化と工程短縮による省人化。
　現在、封筒印刷はアナログ方式(軽オフセット印刷)で
行っているが、インクジェット印刷機の導入によりデジ
タル方式に移行する。
　導入機材等：山櫻インクジェットプリンターYJ-10050
／収納シューター／プリンター搬入設置料

02. 背景・動機・課題等
　　  （取り組むに至った背景、動機や現状抱える課題等。）
【Ｄ社様】(自動昇降ハンドリフト導入)
　人員不足が顕在化しており、人手不足による外注対応
や新規引き合いの失注といった事態が発生している。具
体的には断裁機、穴明機の印刷機・原紙の積み下ろし(手
作業)が生産工程全体でのボトルネックとなっており、ま
た、身体的負担も高く対応人員が限られる(女性、高齢者
は困難)ため増員対応も困難。
　具体的な課題
■現状：断裁工程処理能力
　3,600枚(100枚×36回×100秒)[100秒内訳：積み下
ろし40秒・断裁／穴明作業60秒]
■断裁機／加工機：処理能力
　6,000枚(100枚×60回)／時間
　断裁機や穴明機の処理能力6,000枚／時間に対し、印
刷物・原紙の積み下ろし能力(時間)が不足、全体での生
産性向上が困難になっている。

交付決定を受けた組合員事業所の取り組み

※誌面の都合上、抜粋のうえ掲載しています。また、一部名称や数字を
　伏せています。図や業務フロー図は割愛しています。ご了承下さい。
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【Ｅ社様】(カッティングプロッター／帯掛け機導入)
　現在、ラベル印刷後の仕上げ工程は断裁機を用いて手
動で行っているが、製品仕上りサイズが小さく、多品種
小部数のため、作業に時間を要し製造原価を高止まりさ
せている。加えて、断裁機は労働安全衛生規則第36条第
2項により、安全衛生特別教育を受けた者しか作業にあ
たることができず、特定の作業者に依存している。
　コロナ禍を経て、インバウンド向けお土産用途、クラ
フトビールの流行等で高品位食品用ラベル印刷の受注は
増加しているが、印刷以降の生産性が低いことが課題と
なっている。
【Ｆ社様】(レーザー加工機・カッター導入)
　レーザー加工機の老朽化により品質が安定しない。加
工できる素材や形状も限定されているため加工範囲が広
い曲面への加工は外注にお願いしている。段取り換えに
ついても、一台の機械でメインのノベルティと台紙加工
を行っているため、木製のノベルティの加工が終わった
後に紙の台紙加工を行うという流れとなり時間がかかっ
ている。

03. 補助期間中の事業実施計画
　　  （いつ、何を、どのようにして行うのか。）
【Ｃ社様】(経営情報システム構築)
　以下の実現のために、◎◎社に発注し同社SEと会議を
行い要件確認、検討、納品を行う。
・受注管理以降のP-MANシステムをキントーンに移行
　するための要件確認。
・キントーンでの実装に適さない販売管理システムの代
　替案を検討。
・サイボウズカレンダーをキントーンMISに一元化する
　ための検討。
・キントーンでの受注管理、外注管理、出荷管理、生産
　管理、計上管理アプリの納品。
　スケジュール
・業者への発注(12/5)
・業者を含めた定例会議(12/12,19  1/16,23,30  2/6,13)
・MIS移行の要件確認(12/12～1/16)
・販売管理の要件確認(12/19～1/23)
・カレンダーの要件確認(1/16～1/30)
・各アプリの環境委嘱(2/6)
・納品(2/20)
【Ｄ社様】(自動昇降ハンドリフト導入)
⑴ 生産性向上のための設備導入
　各種機械への印刷物・原紙の積み下ろし作業を設備導
入により機械化・自動化する。
⑵ 積み込み作業の機械化・自動化と生産工程の見直し
　設備導入により印刷物・原料の積み下ろし作業の生産
性が向上するとともに、現状の対応人員が作業より解放
される。生産体制を見直し、最適化を図ることで取り組
みの効果を高める。

【Ｈ社様】(インクジェットプリンタ導入)
　従来の業務では「職人しかできない」「職人を育てな
ければ事業が成り立たない」というリスクがあった。こ
れに対抗するため、デジタル化を進め小ロット・多品種
対応の強みを活かしていく。

04. 補助事業終了後～４年後の事業計画
　　  （業界特有の課題を解決し生産性向上に資するモデルと
　　  して共有される可能性やその波及効果。）
【Ａ社様】(可変データ生成ソフトウェア導入)
　補助終了後 ～１年目：導入したソフトフェア技術を習
得し自動化のワークフローを構築。
　２年目：構築したワークフローを定着させデジタル印
刷チームを中心に技術を共有。
　３年目：生産性向上実現に伴い創出した時間を活用し
全社的な生産性向上を図る。
　４年目：業界のモデルケースとして印刷業界のみなら
ず他業界へも波及できるよう周知活動。
【Ｃ社様】(経営情報システム構築)
　１年後：P-MANによるMISをキントーンによるMISに
完全移行を完了する。
　２年後：システム一元化により業務の属人化を減らし
誰にでもストレスなく働ける職場作りを推進。空いた時
間で印刷物の減少を補填すべくホームページ作成や動画
等の受注を拡大できるように社内スタッフのスキルアッ
プを図る。
　３年後：顧客対応力を高め、ホームページ作成や動画
等の受注獲得を行う。
　４年後：印刷以外の受注製品の割合が全体売り上げの
30％を目標として達成させる。
【Ｄ社様】(自動昇降ハンドリフト導入)
　本事業により弊社が生産性を向上し、売上・利益を増
加することで先行事例として競合他社に波及するものと
考えられる。今回取り組む各種機械への印刷物・原料の
積み下ろし作業については同業他社も手作業で対応して
いるケースが多く、転用性、再現性の高い先行事例にな
るものと考えられる。また印刷業界で起きている労働災
害は印刷物の積み下ろしに関するものも多いとの実感が
あり、これらを未然に防ぐことにもつながるため、業界
全体における労働災害防止の観点においても波及効果を
有するものと考えられる。

05. 補助事業終了時の目標、並びに目標
設定に向けての課題と解決法

　　  （費用対効果(出口・成果物)を意識。目標設定に向けて
　　  どのような課題があり解決するのか。）
【Ａ社様】(可変データ生成ソフトウェア導入)
　目標
・印刷用バリアブルデータ作成作業時間：40～50％削減。

契約・発注 社長
11 12
2024～2025年

1 2

紙工Gr
製造部

実施事項 担当

設備の据付、試運転
生産工程の見直し

2024年11月14日まで

2024年10月19日

2024年11月末頃（未定）

2024年２月28日まで

2024年12月

生産性向上モデル事業 補助金申請

弊社中期経営計画の策定

交付決定

実施報告所の提出、事業実施完了

機械発注・導入・印刷開始
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支店／札幌・秋田・盛岡・仙台・新潟・北関東・東京・横浜・浜松・名古屋・小牧・金沢・滋賀・
　　  京都・京滋・北大阪・大阪・広島・岡山・高松・福岡・鹿児島 

・自動化によりバリアブルデータ作成時の人的ミスほぼ
　０％を実施。
・印刷物の高品質化の実現。
・既存ノウハウとの相乗効果が発揮できる製造体制の
　構築。
　課題：ナンバリングや住所・人名差替え等のバリアブ
ルデータを作成できる人員が固定されている。
　解決法：自動ナンバリング面付機能により、印刷数量
を記入すると製造に最適な自動面付、複雑な計算が不要と
なる為、計算時間の削減、選任オペレーター不要となる。
　課題：手作業となる為、人的ミス発生の原因となって
いる。
　解決法：テンプレート面付機能により、可変データを
保存したCSVを流し込めば、ベースデザインに対し自動
組版を行う為、属人化、生産性向上を実現できる。
　課題：人員、時間的な余裕がない為、高付加価値作業
(印刷・加工など)への従事時間が確保できない。
　解決法：ホットホルダー運用により、CSVデータを
ホットホルダーに投げれば、ベースデザインと自動的に
結合処理を行い、デジタル印刷機で印刷するまでの工程
を自動化することが出来る。
【Ｂ社様】(経営情報システム構築)
　目標：人手不足に対応する間接業務の効率化による業
務負担減と生産性向上。
　課題：Excelによる見積作成業務。
　見積書の発行は営業が帰社後に各自Excelにて作成し
印刷している。
　解決法：Excelでの見積もり管理から脱却し、Kintone
の見積アプリを活用することで、①リモートでの作成に
よる労働時間短縮、②取引先マスタ、商品マスタとの連
携による入力ミス・属人管理の予防が可能となる。
　課題：受注情報の管理業務。
　受注情報のデータ管理・作業指示書の発行はクラリス
社のデータベース管理ソフト「File Maker」を活用して
いる。
　解決法：File MakerとExcleによる２重管理をKintone
受注管理アプリと取引先マスタ・商品マスタを共有する
ことにより、①リモートでの受注情報入力、②受注情報
入力(Excelからの転記・2度打ち業務)の削減による労働
時間短縮、③受注情報修正時の即時反映(作業指示書発行)
とチャットアプリによる生産現場とのコミュニケーション
強化によって手戻り・歩留まり悪化の予防が可能となる。
　課題：会計システムとの請求情報連携。
　顧客への請求書発行・会計管理はTKC社の「e21マイ
スター」を活用している。
　解決法：受注情報の一元管理化とリアルタイム共有。
Kintoneと会計システムのデータ連携により、File Maker
から請求情報転記処理と営業部員の２重チェック処理が
不要となり、転記ミスや労働時間の大幅な削減となる。
またデータの登録・編集・閲覧・削除など部門ごとに適
切なアクセス権を付与しセキュリティを強化する。
【Ｄ社様】(自動昇降ハンドリフト導入)
　目標
⑴ 本事業による売り上げ目標
　本事業による生産性向上を生かし年率◎◎％の売り上
げ増加を図る。
⑵ 営業利益の増加目標

　労働生産性の向上並びに設備導入による外注費削減に
より営業利益を0.1％ 向上する。
⑶ 本事業の費用対効果
　上記⑴⑵を踏まえた場合、営業利益ベースで３年後
には設備投資額(270万円)を回収可能であり費用対効果
の高い取り組みと考えられる。

　課題
⑴ 売り上げ増加への課題と対応施策
　納期対応等で見合わせている引き合いに対応すること
で現状でも◎◎％(年間◎◎万円)の受注増加は可能。ま
た印刷市場においては市場が縮小する以上に事業者が減
少しているため受注拡大が可能な状況にあり、営業活動
を強化することで受注量を増加することが可能である。
⑵ 営業利益の増加への課題と対応施策
　内製化による外注費(直近決算外注費で◎万円に相当)
の削減と合計すると１年後(導入後１年３ヶ月)に営業利
益を◎％向上することが可能である。
【Ｆ社様】(レーザー加工機・カッター導入)
　目標：良品率の増加。
　課題・解決策：ロスをいかに減らすかを考え、新設備
導入による精度の向上と従業員のスキルアップにより良
品率の増加を達成する。
　目標：リードタイムの短縮による実際稼働時間の増加。
　課題・解決策：業務プロセスの改善により生産性の向
上を図る。１ラインで加工していた工程を２ラインで並
行して作業を行うことにより、段取り替え時間の削減と
段取り時間の短縮によりリードタイムの短縮を図り生産
量の拡大につなげる。
　目標：作業マニュアルの作成による作業の平準化。
　課題・解決策：誰でも作業を行えるように作業マニュ
アルを作成して作業の平準化を目指す。これにより手空
きの従業員や低コストのパート作業員などを活用して省
人化にも対応できるようにしたい。
　目標：５S，３S，ECRSの継続による生産の効率化。
　課題・解決策：５Sの活用により工程にルールを作り、
３Sにより工程をシンプル、標準化、専門化し、ECRS に
より無駄を省ける工程を目指すことにより生産性の向上
を図る。

06. 事業実施により見込まれる効果
　　  （生産性向上等の効果を文字、図、業務フロー図、数字
　　  的根拠を用いて記載。）
【Ｂ社様】(経営情報システム構築)
　省力化効果
■間接工数（労働時間）：90.5時間／月 → 41.5時間／月
（▲49時間／月：65％改善）
　※▲588時間／年の省力化（時給3,188円／hで換算す
ると187.5万円／年間）
　生産性向上
営業部門と生産部門での瞬時の情報共有により、相互コ

■本事業の収益計画（３月決算ベース）

売上増加額

投資額－営業利

営業利益増加額

１年後 ２年後 ３年後 ４年後

75万 350万 650万 900万

25万 125万 200万 250万

245万 120万 ▲80万 ▲170万

単位：円
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ミュニケーションが強化され、急な顧客からの仕様変更
時に連絡ミス・遅延による、手戻り、歩留まりの悪化防
防止や、生産現場から営業へ仕様変更依頼など改善提案
など生産プロセスの最適化を図ることができる。
　昨年度は手戻りによる損失額：90万円／年、歩留まり
悪化による損失額：120万円／年と年間210万円の損失
が発生していたが、本事業の効果で６割程度改善する見
込みである。
【Ｄ社様】(自動昇降ハンドリフト導入)
⑴ 生産性の向上
　現状では各種機械への印刷物・原紙の積み下ろし作業
に１日当たり◎時間を要しているが、設備導入により同
量を◎時間で処理することが可能になる(10％の生産性
向上)。
⑵ 外注費の削減
　上記の手待ち時間により年間約◎◎万円の外注対応が
発生しているが、本事業によりこれを内製化することが
可能となり、外注費を削減(営業利益を増加)することが
できる。
⑶ 柔軟な人材活用の実現
　現状の手作業による積み下し作業は身体的負担も高く
対応人員が限られる(女性や高齢者は対応困難)が、設備
導入により誰でも対応可能となるため柔軟な人材活用が
可能となり、人手不足が解消する。求人もし易くなる。
【Ｇ社様】(ＵＶインクジェットプリンタ導入)
　印刷中(待機時間)に他の作業との同時作業が可能とな
り、作業時間の効率化が図れる。同一製品の例では、ほ
ぼ同時間で倍量(４→８)の製造が可能となる。(生産性の
向上)
　企画デザイン作業と印刷作業を同一者が行っていたが、
専門職である企画デザイン作業者と印刷作業者の区分け
を行うことで効率的な運用が可能となる。(専門職人員の
効率運用、作業効率向上)
　生産フローの二軸化により、生産性向上と同時に複数
製品の製造が可能になることで、企画段階でとどまって
いる製品の作成や、生産が追い付かないことにより受注
を断念していた案件獲得、更なる製品サンプルの開発な
どを加速させ、事業拡大を図ることが可能になる。
　内製化促進と生産性向上を図ることで、需要の高いグ
ッズ製造力を拡充させることが可能となる。(リードタイ
ムの短縮化)
【Ｈ社様】(インクジェットプリンタ導入)
⑴ 時間削減効果
　実施前と実施後の稼働時間を比較すると、以下のよう
に大幅な時間削減が期待できる。
　稼働時間 
■実施前：242.5時間
■実施後(想定)：145.8時間
■効果：96.7時間削減(60％削減)
・時間削減率：60%
・削減時間：月あたり 96.7時間 の削減が見込まれる。
　時間削減により、製造業務が効率化され、無駄な作業
が減少するため、より多くの製品を生産することが可能
となる。
⑵ 製造コスト削減
　印刷オペレーターの業務を正社員から移行することで、
製造コストの削減を実現。

■正社員時間当たり：◎◎円
■パート時間当たり：◎◎円
　１時間あたりの製造コストが◎◎円削減。
　コスト削減は、事業の交渉力を高め利益率の向上にも
寄与する。また正社員には別の業務を割り当てることが
出来るため、業務の多様化と効率化が図れる。

07. 事業の持続性
　　  （根拠、今後も持続していくためのポイント。）
【Ａ社様】(可変データ生成ソフトウェア導入)
　印刷技術を持ったオペレーターの採用、育成が困難と
なっており、本事業による自動化システムの構築による
属人化からの脱却、生産性向上は必須となり、取組は継
続的に必要となる。
【Ｃ社様】(経営情報システム構築)
　システム構築がノーコードで開発可能となるので開発
コストが抑えられ時代に合ったシステムに変更が容易に
なる。また、自社でも開発者を育成できるので開発を内
製化できる
【Ｇ社様】(ＵＶインクジェットプリンタ導入)
　市場推移を含め「推し活」などグッズ市場の成長が見
込まれる中、当社事業が目指す市場は今後も持続すると
予想され、生産性向上を図り注力すべき事業であると思
われる。
【Ｈ社様】(インクジェットプリンタ導入)
　持続可能である理由となるポイント。
⑴ 封筒印刷の需要は依然として高い
⑵ デジタル化の推進による生産性向上
⑶ 人手不足問題の解消
⑷ 競争力強化のための差別化
　本事業の実施により、時間削減、製造コスト削減、生
産性向上が期待でき、事業の競争力強化にもつながる。
また、デジタル化を進めることで、封筒印刷の持続可能
性が高まり、人手不足の解消や職人問題の解決にも寄与
する。これらの取り組みにより、事業の安定した運営と
将来的な成長が見込まれる。

最後に協力事業所様より、
事業計画策定や申請書作成に際しての
ポイントをお伺いしました。　

【Ａ社様】(可変データ生成ソフトウェア導入)
　人手不足対策の補助金の為、導入にあたり、生産効率
を一番に考えその部分を評価していただける様に事業計
画を作成しました。
【Ｃ社様】(経営情報システム構築)
　現在のMISをキントーンに置き換えることが最終目的
ですが、２月末までの実施完了日までには到底間に合わ
ないので、最初のシステム開発業者との打合せ費用分の
みを補助金申請としました。よって、１年後にはMISが
完成するという全体ストーリーを説明し、今はその第一
段階であることを伝えることにポイントをおきました。
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　　　　　　　　　　　　　この度の補助事業では、申請
　　　　　　　　　　　のあった19社のうち13社が採択
　　　　　　　　　　　されたということで、高い採択
　　　　　　　　　　　率となりました。このことは、
　　　　　　　　　　　事業計画の立案から補助金申請
　　　　　　　　　　　に向け、みなさんが真摯に取り
　　　　　　　　　　　組まれたことの当然の帰結だと
　　　　　　　　　　　思います。補助事業は、今後
も、事業実施から代金の支払い、実績報告と続きます。
補助金の受領まで確実に行われるよう、引き続き、適切
な事務処理をお願いします。
　さて、採択された事業計画から、みなさんの経営上
の課題が何であるかが垣間見えそうです。つまり、「生
産工程の自動化・デジタル化」「社内経営情報システム
の確立」「作業の属人化の解消」「間接業務の改善」が
「生産性向上のボトルネック」だと言えそうですし、会
社を継続させ、さらには、成長の歩みを止めないために
は必ず乗り越えなければならないハードルなのだと思い
ます。また、これらのことは、業界全体にとっても喫緊
の課題だと言えるのではないでしょうか。なかなか手が
出せなかった課題について、解決に向けて一歩前進でき
るのですから、しっかりと果実の収穫をして欲しいと思
います。
　また、設備投資は、設備を設置すればそれでおしまい
ではありません。新規導入に併せて仕事の進め方を根本
的に見直すことと、これを契機として従業員の教育（新し
いスキルの涵養）にも注力して欲しいと思います。
　最後に、今回は補助金の申請を行わなかった。あるい
は、選に漏れたという経営者のみなさんにとっても、こ
れらのことが課題であることには変わりはないと思いま
す。再びこのような機会が到来した際には、積極果敢に
挑戦して欲しいと考えます。
　生産性向上の取組にゴールはありません。みなさんの
奮闘に期待しています。

（文責：編集委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【Ｅ社様】(カッティングプロッター／帯掛け機導入)
　採択から事業完了まで期間が短いため、過去に導
入を検討したが見送った設備に絞り、価格や納期の
感触をある程度理解した上で進めました。
　京都府中小企業団体中央会が審査を行うため、過
去に採択を受けた「ものづくり補助金(今回同様に中
央会が窓口になっていた)」にならって申請書を作成
しました。
【Ｆ社様】(レーザー加工機・カッター導入)
　気を付けたことは、文章の流れの中で整合性を保
つことです。使いたい言葉や表現は色々とありまし
たが、それを選択することで文章に整合性がなくな
ることを避けたかったからです。
【Ｇ社様】(ＵＶインクジェットプリンタ導入)
　強調する文言、必ず押さえてほしい文言は赤文字
や太文字、下線などで強調しました。
　現状からこのように変化していく等をグラフや表
などで分かりやすく作りました。
　ページ数は多くなりすぎず少なくなりすぎず６ペー
ジでまとまるように工夫しました。
　誰が見ても伝わるような工夫をしました。

工房長　小谷 貞夫

ビジネス創造工房
サムズアップ

勉強会講師の小谷様より、
総評を頂きました。
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